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羽島郡笠松町の笠松競馬場の土地明け渡し訴訟で、県地方競馬組合に土地の明

け渡しを命じた一審判決を受け、県が開催を提案していた「笠松競馬を検討する

会」の初会合が２９日夜、同町の笠松中央公民館で開かれ、組合が関係者に経営

の現状を報告した。原告側の地主は欠席した。 

 笠松競馬の経営の見通しや将来のコストなどについて共通認識を持とうと競

馬組合が設置。馬主、調教師、騎手、厩務（きゅうむ）員、従事員、地主、商工

会、自治会などの代表２６人がメンバー。１１の地主組合のうち、原告のいる４

組合は辞退した。 

 会合では、進行役の鈴木誠岐阜経済大教授が同訴訟については議論しない方針

を示した。競馬組合はインターネット投票や場外発売の伸びで馬券発売額が増加

に転じ、実質単年度収支は３年連続で１億円台の黒字を確保、一時７０００万円

まで減った基金は５億２０００万円まで積み増したと報告。ただ、地方競馬全国

協会への納付が猶予された交付金３億２０００万円を２０１０年度から１０年

間で納めたり、シアター恵那の債務４億３０００万円を本年度から８年間で返済

する負担が見込まれるとした。 

 意見交換では「ナイターの開催など客に来てもらう要素と費用を示すべき」「馬

の預託は企業の設備投資と同じ。３―５年の存続は打ち出して」などの指摘が出

る一方、「敗訴を機に持った会合なのに訴訟に触れず、賛成者だけが集まっても

意味がない」と会合の趣旨を疑問視する声もあった。次回は、８月２１日に町役

場で開く。 

 

 

 改修工事を行っていた尼崎市の園田競馬場が２９日、リニューアルオープンした。スタンド屋

内の観覧環境を整備。有料の特別観覧席のシートを入れ替えて座席間の通路幅を広げたほか、女

性専用ゾーンを設置するなどした。 

 工事は６月中旬から実施。２０００円が必要な特別観覧席はシートをすべて新調。座席数は４

００から２８３に減ったが、座席間の通路幅を５メートルから８メートルに広げた。 

 事前応募が必要な招待席も拡充し、座席数を４３から６６に増やし、うち１６席が女性専用。

スタンド内に一般席としてペアシートルーム（１００座席）が新設されたほか、若年層が利用し

やすい飲食ゾーンを敷地内に設け、８月５日から営業を始める。 

 園田競馬場を運営する県競馬組合は「ゆったりと観覧できるようになった」としている。 

 

 

 岩手県競馬組合は５日、本年度の４日までの発売状況を県議会常任委員会に報告した。売り上げ

は９２億７０００万円で、６月下旬に下方修正した計画値を１．６％（１億４３００万円）上回っ

た。 

 売り上げの内訳は水沢（奥州市）、盛岡の両競馬場とテレトラック（場外馬券売り場）を合わせ

た自場発売が計画比０．３％減の６５億５００万円。他競馬で岩手競馬を発売する広域委託が３．

笠松競馬 笠松競馬検討会が初会合 訴訟は議論せず 
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７％増の２０億４６００万円だった。インターネットは７億１９００万円で１４．４％増となった。 

 前年同期比では売り上げは１１．２％（１１億６８００万円）減。入場者はテレトラックを含め

計６９万８０４６人で７％（５万２５６５人）減った。 

 千葉英寛副管理者は収入見込みを８．０％下方修正し、経費を４億３２００万円削減した経緯を

踏まえ、「どんなことがあっても（本年度）黒字を達成したい」と強調した。 

 常任委員会では、民間委託拡大に向けてソフトウエア大手の日本ユニシス（東京）と進める委託

交渉の協議状況に関する質問もあった。組合は「（ユニシス側が提案している）賞金など賞典費削

減や収益保証率などで認識のずれがあり、すり合わせを行っている」と説明した。 

 

 

 札幌市中央区の大通公園で開催中のビアガーデン会場で 5日夜、道営ホッカイ

ドウ競馬のナイターレースが生中継され、観光客や市民らを喜ばせた。  

 道営競馬の応援を続けているサッポロビールが、ファン拡大を目指して初めて

企画。同日旭川競馬場で行われた同社の冠レースを同時中継した。  

 会場は 2500 人が訪れ、超満員。馬券は販売されなかったが、ステージ上の大型

ビジョンでレースが放映されると、来場者は熱狂。「やっぱり生はいいね」とジ

ョッキを傾けていた。  

 

 

 ２００９年のトキめき新潟国体で、馬術競技の会場とな

る三条市。市は旧三条競馬場跡地（同市上須頃）を活用し、

特設競技場の建設を進めている。工事が順調なことから、

競技場の一部は今月下旬に開催される北信越国体でも使

用され、かつて多くの競馬ファンに愛された場所が、新た

なスポットとしてお目見えすることになった。 

 ２３、２４日に開かれる北信越国体の馬術競技では、競

技場面積の３分の１となる約８４００平方メートルを使

用。整備が終了した障害馬術用の馬場などを舞台に熱戦を

繰り広げる。建設は当初、０９年５月に同所で行われる国

体リハーサル大会を目標に進めてきたが、工事が順調なことから前倒しで利用される。 

 現在未整備の一般向け駐車場や厩舎などは北信越国体後に工事を始め、来年３月には完成する予

定。総事業費は約３億８０００万円となる見込みだ。 

 特設競技場のほとんどは信濃川の河川敷に位置するため、整備に当たっては治水の観点から制約

も多い。だが同市では、浸水のおそれがある場合は馬場の柵をすぐに撤去できる構造にするなど、

障害物にならないような工夫を施している。 

 かつてこの場所は、２００４年の７・１３水害で大量に発生したごみの集積場として利用された。

市国体推進室では「国体の馬術競技場として活用されることで、水害からの復興が着々と進んでい

ることを全国にＰＲしたい」と話している。 

 

道営競馬 レースもビールも生で 札幌・大通ビアガーデン 道営競馬を中継 
2008.8.5 北海道新聞  

岩手競馬 ＜国体に向けて＞旧三条競馬場 馬術場に変身中 
2008.8.6 新潟日報 

国体馬術競技の特設競技場として生まれ変わる

旧三条競馬場跡地。一部は今月末に行われる北

信越国体で使用される＝三条市上須頃 


